
イカナゴの・勉吻4メθ3P硲侃伽3の生態に就て

第　2報静

　　　　　　　　井　　　上　　　　明

An　Ecological　Note　on　S＆nd一奪e1，∠Im鵬o吻fεs　P8γsσ加脇s（GIRARD）。亙

　　　　　　　　　　Akifa．　INOUE

　These　observations　were　carried　out　on　the　materials　taken　fro孟Bingoha（1aンInland　Se＆，dd超鋪奮

the　period　from　becember　l948to　May　I950．The　results　obtained　may　be　summarizedばs

follows：

　1）　　No　differe興ce　in　body　proportion茸s　seen　between　both　sexes・

2）　Sex－ratio　is　l。2・

　3）Breeding　was　seemed　to　take　place　when　tUe　water　temperature　came　down　a血d　att翫i極¢d

I4p8－15。OoC．in　December．

　4）11n　the　composition　of　body　length　of　the　yomgs，two　peaks　were　obser“ed　in　l948mat6ri－

als　and　one　peak　in　l949－1950、

　5）　Vertebral　number　vaγied　from60to65，mostly62－63・

　6）　A　positive　co買elatlon、vas　observe（1between　the　number　of　ovarian－ova　and　body　length，慮h－

ough　the　former　showed　a　great　variation．Mean　of　the　nnmber　was2，000to2，500accordinglto

th¢body　length　of　the　fish　smaller　than　g　cm．，and3，800一・5，5000f　thOse　larger　than　gcm．

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　筆者ほ先に兵庫県洲本市附近に於て漁獲されたイカナゴの生態に就て，第1報に報告したが該魚の藩卵1

期，雌雄髭，孕卵数等に関しては，資料不足のため充分な検討を加へられなかった。之等の問題に就て』広

島県尾道市附近で漁獲ざれたイカナゴ調査に依り，多少の知見を得たので第2報として報告するo

　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び調査方法

　供讃材料ほ，昭和23年12月より昭和25年5月の聞尾道市吉和町吉和漁業協同組合に入荷したものの中より

適宜に探集し，孕騰及び卵の熟否，慢ヒ淋長組成等醐査畷集日謂査尾数尋ま第陵に働た・酬

本の資料併記）孕鼻数の計測方法は，第1報記載と同様で凌）るが，昭和23年12月，の材料に就てほ卵径の犬き

さに徒って大中小に大別し，大を熟卵，中を孚熟卵，小を未熟卵，卵が卵巣内に一部残留している個体挙放一

卵毎とし・椿の熟否ぼ精巣の電量に従ひ0～0．29r，0・2～0・4gr，0・4gr＜に組分けして，順次未熟精，轍’

精，［黙縞とし，精液が精巣内に一部残留しているものを放精魚としたQ本計算方法に依る推定計算卵数と契『

在卵数との誤差は，大及ぴ中に含まれる熟度の個体では，推定計算回数の75％ほ実在卵数に対し10％以丙あ

誤差範囲を示し・小に含まれる個体でほ，実在卵数に対しrO％以内の誤差範囲に止まるものは，計測回数め

3ア％で湊）ったo

　Table　I・Number　of　specimens，and　date　of　collection，No；number　of　spec亜mens；A；average

body－1ength；B；蔵veragebo｛1y－weight；C；conditionalfactor（1，000W！1、3）。D；sex－ratiQ。
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，Date

1947

1948

1949

1950

Dec．　　　14

Feb．　　　7
瓢＆r．　　　5

Feb．　　　13
　　　　　　　　　15

　　　　　　　　22

Mar．　　　10
　　　　　　　　　15

　　　　　　　　23

　　　　　　　　24

　　　　　　　　26

　　　　　　　　29

ApriL　　　I
　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　16

　　　　　　　　　『9

　　　　　　　　22

　　　　　　　　26

　　　　　　　　27

　　　　　　　　30

May．　　　4
　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　『O

　　　　　　　　　l3

　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　1ア

　　　　　　　　20

　　　　　　　　24

Dec．　　　10
　　　　　　　　20

　　　　　　　　28

　　　　　　　　　30

Jan．　　　10
圃ar．　　　29

ApriL　　　　I4
　　　　　　　　21

May．　　　5
NOV．　　　14
　　　　　　　　24

Dec．　　　6
　　　　　　　　21

Mar．　　　16
　　　　　　　　29

ApriL　　　5
　　　　　　　　　13

　　　　　　　　20

　　　　　　　　27

May・

Mar。

　4

i3

20
29

ApriL　　　5
　　　　　　　　　13

　　　　　　　　20

　　　　　　　　27

斑ay．　　　4
　　　　　　　　　13

　　　　　　　　20

　　　　　　　　29

No．

32

60

8
32
15

47
50
50
40
50
50
4ア

50
50
50
50
50
50
40
50
60
50
50
100
100
100
50
50
50
50
50
71

910
44
90

167

333
313
355
203
233
251

238
209

338

　　3

3
16

13

6
ア

9
2
326

233
281

24ア

294

266
285
173
144

A

8．2『

［0．32

I　I．47

．54

．66

．69

2．90
3。97
3。80
4．35
5．13
4．32
4．80
5．05
5．35
5．23
5．88
5。35
6。31
5．89
7．46
7．17
7．31

6．63
6．21
6．03
6．69
6．62
6．72
6．95
6．84
8．81
8．26
8．40
9．33

8．31

4。99

5．53
5．97
6．08
7．22
7．32
7．53
8．24

10．『5

9．61

9．33
9．59
9．31
9．58
9．31
9．42
9。09
5。44
6．84
6。72
7。09
7．13
7．29
7．77
8．OI

8．12

B

75

4．59
6．16
0．Ol
O．Ol
O．Ol

0．05
0．22
0．22
0．30
0．58
0．30
0．41

0．49
0．58
0．56
0．ア8

0。58
1．09
0．86
1曾78
『．56

1．65

1．37
0．99
0．94
『。25

1．14
『．26

1。54
1941

1。92
1．86
1．75
2．07

41

0．52
0．74
0．86
0．97
17

。21

．85

65

4．73
3．82
3．66
尋．26

3．86
4．3『

3．91
4．14
4．5ア

0。81
。09

．41

60
73

1．80
2．40
2。61
2．58

C

3．17

4．『8

4．08
2．74
2．19
2．07
2．05
3．5『

4．Ol
3．64
4．30
3．72
3．71
3．80
3．79
3．91
3．84
3．79
4．34
4．21
4．29
4．23
4。22
4．70
4．13
4．29
4．1ア

3．93
4．『5

4．59
4．41

2．81
3．30
2．9ア

2。55

2．45
4．16
4．37
4。03

4．33
3．l　l

3．08

4．33
2．95

4．53
4．31

4．50
4。83
4．79
4。90
4。84
4。94
6．07
5．03

3．42
4．63
4．49
4．77

4．65
5．12
5。08
4．82

D

0．56

．23

20
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　　　　　　　　　　　　　　　　　雌雄の型態的相違

昭和23年・12月から昭和％年i丹までの藤卵期に於ける材料に就て，雌雄別の型態的相建を調査した・（第

2表）

　Table2・Proportion　of　body－parts，A；body一夏engヒb；B；1ength　frσm　tip　of　snout　to　anus；C；

1ength　from　t隻p　of　snout　to　base　of　pectral　fin；D；1ength　Of　head；E，1ength　fr（）m　tip　of　snout

to　ba菖e　of　anal　f量n’

Year

『948

Date

Dec．　10

　　　20

　　　28

　　　30

1949　∫an。　　10

『948 Dec．　10

　　　20

　　　28

　　　30

1949　Jan．　　10

Sex

♀

δ

F，depth　of　body。

No．of
speci－

mens

28

61

20

jo

86

21

82

21

27

33

AIB A／c A／D

R＆nge瞬Range副Range
　　　　　　｛
1。52－1．621．574．21－4．79
　　　　　　1
1．52一『。681．584曾12－4．81
　　　　1　！
1．47－1．661曾564。21－4。77
　　　　1　「
L50冊！■71i・5814・19胃481

Avo－
rgge

　　i　　l
4．453．97－4．504．22
　　1
4．493．64－4．624。29
　　1
4。463．93－4．454，25
　　1　　1
4．523．39－4．654．35
　　1　　　1

　　　　　　l　　　　l　I　　　　ll．40－1．77『．574．0『一5．124．403。70－4．744．21

1．53一『96『

1．49－1．71

1．45－1．63

『．34一！．65

1．58

『．55

1．56

1．55

4．24－4．62

4．「1－4．95

4．『9－4．82

4．『1－4．79

　　　　　　1
4．453．93－4。524．24
4．5。396．48114．3。

4．513．96－4．494．24

　　　　　　1

A／E

Range［鑛

1．47－1．581．52

『．尋6噌1．601。51

1脅44－1．591。50

AIF
　　　　　Ave－Range
　　　　．「age

『1。12－13．30

9．89一！4．36

10．13－13．77

1．44－1，57『．5011．62一『4。57
　　　　　　』

L5・一1・621L56

1．35－1．70！，5110．00－17。07
　　　1

4．5。蕊93、47。14．3611四．1廟1．5。9．75－13．53

　　　　　　　　1

1．48－1．621．5210．ア7－14。50

『．4アー1．561。5110。18－i5．72

1．35－1。591．49　9．36一【3．53

4・361a75一紳131梱一1捌rl5・II・41－15・421

12．20

12．73

12．10

12．78

13．44

12．04

12．50

11．81

12。67

4。03－4．99 13．10

　雌及び婚の体長／吻端一肛門，体長／吻端一胸鰭基部，体長／頭長，体長／吻端一唇鰭基部，体憂／体高の比

較でほ，両者の間に全く相違を認められない。鄙ち雌婚の各資料についての之等各比別卒均笹の巾ほ，体

長／吻端一肛門1・5571・58，体長／吻端一胸鰭基部4・36－4。彪，体長／頭長4．13－4．36，体長／吻端一轡鰭基部

L49－1・52，体長／体潟ll・81－13・44であったQ

　同一の資料についての雌雄の体重と体長との関係も，雌雄の聞に差ほ認められないo　（第3表，第1図）

　　Table3・Relation　between　body－1ength（L）　　　Fig。』　Relation　between　body－length　and　bod－

　　　　　　in　Cm　and　body－weight（W）in　Gr．　　　　　y－weight・S（ンli（1circ翌es7female；s（）｛t　on－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　es，seXunCeγtain；CrOsSes，ma正e・

L

6．0＿7．0

7。0＿8．0

8．0－9．0

9．0＿IO．O

IO．0＿1『．O

I　l．e＿12．0

Female

No．

40

156

53

185

49

4

W
『．『5

『．46

1。ア7

2畳3『

2．86

3．28

珂ale

N・・lw

Sek－u－
ncertaLin 生

No．

70

262

34

183

46

　8

『．22

1．44

1．78

2。44

2．72

3．29

52

94

13

28

3

3

W 3
0．87

1・22　2

1：llw

2。45

3。α

　筒雌姓不明魚体は，雌堆の到明せる魚体に較べて，

体長と体重の比は小であるが，放卵或は放精直後のも

1

o
o

o
0

0
o

o

6　　7 8　　9
　L
10　11　12

のか7叉は未成熟魚体なること、に基因ずるものと考えられるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性　　　　　比

　性比ほ第1表に示す如く，昭和23年12月一昭和24年1月の産卵期に於ける資料では，雌487尾，雄602尾で

其の性比嫉1・237昭和24年I　l月一12月の資料でば，雌238尾，雄297尾で性比は1．20であったQ即ち之等両者

の性比ば互に近似して居り，性比1．20は，イ、カナゴの性比と考えて良いであろう。昭和22年12月に於ける洲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一



本の1贅料では性．比0．56で湊）ったが，供試尾数ほ鐘に32尾で得られた性比は供試尾数が少いの’で，性比の検討

資料としては不適当と思はれるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　産　　卵　　期
　昭和23年『2月～昭禾貿24年1月『の産卵状況及び昭和24年I　l，12月の藤卵状況ぽ，夫々第4，5表に示すQ

　Table4．Conditionofmαt亡rityofthespedmensiaDec．『948andinJan。『949，A；Spawne－

　d；B；ripe　egg；C　l　half　ripel　D；unripe　egg；A〆：spentl　B’；riρe　sperm；C’＝half　ripe　sperml

　D1；・unripe　sperm・

Date

1948　Dec．　10

　　　　　20

　　　　　28

　　　　　30

1949　　∫an．　　『0

No．

7『

910

44

90

［67

Female

A

0
0

3
28

86

B

3
164

12

0

0

C

5
101

2
2

0

D

23

55

3
0

0

Male

A”

4

4
25

31

Bヂ『一

3
96

3

0

0

C’

　7

257

　6

　2

0

D’

12

14！

8
0

2

Sex－uncertain

　Table5．Con（1ition　of　maturity　of　the　spedmens　in　Nov・and　Dec・

unripe　eg9。

No．

14

95

3
33

48

％

19．7

『0．4

6．8

36。7

28．7

！949；A，ripe　eg9；B，

Date

1949　　NOV．　　14

　　　　　24

Dec．　6
　　　2『

No．

233
257

238
209

Female

A

O
I5

87

60

B

0
64

12

0

蟹ale

0
98

1［9

80

Sex－urlcertain

No．

233
80

20
69

％

100

31一ト

8．4

33。0

　灘棚魚体の潜長は，イカナ・“の潮阿盛期と密撚関係磁）ると駄れる・鵬潮醐髄るζ，卵或

購巣の発達に邑ない灘明男U厭第略易となり雌獅騨体の出現軟灘褐繁ある・薙
卵盛期を遍ぎ，放卵或ほ放精後ほ雌雄の到別が再び困難となり，雌誰不明魚体数は産卵盛期後漸次暦加する

と思はれる。昭和23年12月一昭和24年1月に於ける雌唯不明魚体の，各陳奏日について供試全材料に対する

比率は，12月28日6．8％，12月20日10．4％で昭和24年l　I－12月でほ，12月6日8・4％で夫々両産卵期に於て最

小率を示している。、但し昭和23年12月28日の供試材料中にほ放卵個体3，放精個体4；敬見出されるQ更に産

卵期直前の魚休ほ，卵或ほ精の熟するに従って体電ほ増加し，産卵後ほ急傲に減少するQ帥ち産卵前の魚体

は肥満度が大で湊）るが産卵後は小となるo大，島氏も同様なことを述べられて居り，前に雌，雄及び雌雄不明

，魚体の体長と体重との関係に就て，雌堆不明魚体の場合ほ両者の比が減少していることを指嫡したo昭和23

年【2月一昭和24年1月の親魚及び昭和24年I　l月～昭和25年5月の親瞭について，各調査日の牛均肥満度を示

すと第2図の如くで湊）るQ’

　　Fig．2．M（mthlychange・fthec・nd玉ti・nal｛act（）r2years蛋islL

　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

4
3

2

　　　　岬二ll鰺一　』「於一

♂》ター

　　　　亀b＿　～。n4名一隅娼

・・x

1『α『一1『50

JAN． FEB、腿OV． DEC．
卜1，へR． APRiし．　　NAY．
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　藤卵期間丙に於ける昭和23年r2月～昭和24年1月』の資料廻ほ，r2月20日が最高の肥溝度を示し，昭和24年

l　I月～昭和25年5月の資料でほ，12月6日が最高で湊）る。雌碓不明魚体の出現奪及び肥滴度等から；昭和23

年及び昭和24年のイカナゴの藩卵盛期を推定すれば，前者ほ12月20日，後者ほ12月6日頃であったと思ほれ

るQ産卵期に遅速を生ずる原因として水盗の影響・δ！指摘ざれるQ昭和23年ほ暖冬異変として報導された如

く，藤卵期に於ける水温は高く，尾道市地先の滑岸観測結果より，昭和23年及び昭和24年の12月に於ける水

濫を比較すると第3図の如くで凌）るo

　　Fig・3・Change　of　water　temperature　in　Dec。of2years，　　　　　昭和23年の産卵盛期と）思はれ

　　　　　1948andl949atO・・michi・　　　　　　　る12月20日の水温ま15．2・C看
17C　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和24年の産卵盛期と思ほれる

！ら

15

14

15

i2

11

　　　　　へ￥　　　　　　　／
　’、甲、．　　　　　＼魎

『、、　　　　　　　　　　　　　！！一￥

ヤ
．＿．〆γ＼7流■
　　　　　￥！㌔
　　　　n48、

1『4『

、

　　　8　　　　10　DAY　　20　　　　30
るQ即ちイカナゴの産卵期推定の指標ほ水温『5。Cで凌）るよ5で，其の後の調査に於ても同様な結果を得たIQ

塵卵された卵が騨化するまでの所要日数をを自然の状態に於て1週聞とすれば，昭和23年12丹下旬謹卵され

たイカナゴ卵ぼ翌年1月上旬騨化し所謂春仔・となり，昭和24年12月上旬藩卵さねた卵は［2月中旬騨化して所

謂塞仔となるQ漁業者の聞で，寒仔と春仔が漁獲ざれる年ほ豊漁と言はれて居るが，それほ漁期が長くなる

ため矯7寒仔，蕎仔の生ずる年ほr2月に入り急に気濫

が低下して沼岸水濫が降下し，比較的浅くて沿岸水温

に影響ざれるイカナゴ棲息場でほ，急に産卵水盗に逮

するが，一方深い棲息場或は浅い棲息場でも潮洗のた

め深所の水が上昇する様な棲息場では，急には藤卵水

濫に達しないので，藤卵に浬速が生ずる様に思ほれ，

12月の永盗がイカナゴの豊凶を支配する重要な要因と

考えられるQ

　　　　　　俸長組成
　第4図上段ほ左より昭和22年12月14日，昭和23年5

月15日の洲本産イカナゴの体長組成で，中下段左より

lll頁次昭禾023年12月20日，　日召禾024年5月5日，　同召禾024年

12月21日及ぴ昭和25年5丹4日の尾道塵イカナゴの体長

組成で凌）るQ各段の最初の列（親魚）を比較すると，第

1段は1．0～9。Ocm，第2段ほ6。5～8。Ocm，8．5～10．5

cm，第3段は7・O～8・5cmに夫々山を形成するQ帥ち

第1段と第3段は似た体長組成を示すが、第2段にほ

2っの山が見られ，其の山の内第1の山は第『，3段

に共通なもので湊）るが，第2の山ほ第2段にのみ見ら

れるもの矯あるQ各段の第2列（当才魚）を比較する

と，第1段‘ま5，0～6，5cm，6。5～8．Ocm，第2段‘ま

5・0－7・Ocm，第3段磯6・5～8・5cmに夫々山を形式す

るo第1段の第2列は第2，3段の第2列を合成した体

12月6日の水溜ほ15．IOCで，

略た同じ薩を示して居り第4，5

表より塵卵推移状態と調査日の

ずれを考慮して，両年度水濫と

対比すれば，昭和23年に於ては

12月20日頃を中心として，昭和

24年でほ『2月rO日頃を中心とし

て謹卵盛期が凌）ったと考えられ

Fig。4。Body－length　cOmpositiρn　in％on
　　　　material　taken　in　Dec。and赦ay
　　　　of4years，1947－1950・Abscissa，
　　　　body－length　in　Cm．
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憂組成を示している。昭和23年藤卵したイカナゴほ春仔寄，昭和24年産卵したイカナゴは寒仔であると前述

したが，昭和22年産卵したイカナゴには寒仔と春仔が混在する。第6表ほ第4図を表示したものである。

　　Table6．Body－length　comp，sition．Numerals　within　paてentheses　represent％values．

Year

［947

1948

［949

1948

1949

1950

Date

Dec．　14

Dec．20

Dec．21

捜Iay　5

贋ay　5

May　4

N（）．　of

Specimens・

32

910

209

100

203

266

Body－1ength　in　cm．

4。5＿ノ5。0

　　・1

　（1）

（0・5）

5．0＿ノ5．5

　40
（40）

　　6
（8・0）

15・5峨・

　　8　（8）

　　90
（44．4）

6．0－6．5

　　3
（0・3）

　　7　（1）

　　83
（40・9）

6．5＿ノ7。0

　『1『

（12．2）

　　9（4．3）

　　『5

　（15）

　　18
（8．9）

　　36
（13・5）

7．0－7．5

　　4（［2・5）

　299
（32・8）

　　47
（22・5）

　　2『

　（21）

　　5（2・5）

　182
（68。4）

Body－1ength　in　cm。

7．5～8．0

　　9
（28・1）

　133（r4．6）

　　68
（32。5）

　　8　（8）

　　46
（17・3）

8．0～8．5

　　9
（28・1）

　　8
（0・9）

　　『9
（9・1）

　　2
（0・8）

18・5～9・・

　　9
（28・1）

　　19
（2・り

　　『3
（6・2）

19・・～9・5

（3．1）

　90
（9・9）

　『4
（6・7）

19・5一［…

　けゴ
（19・0）

　　13
く6・2）

i　IO。0～10．5
　　　一

　53
（5。8）

　［1
（5・3）

『0．5～I　I。0

　14
（1・5）

　　9
（4・3）

いr・・～II・5

　　7
（0・8）

　　6
（2・9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成　　　長　　　度

　昭和23，24，25各年度謹イカナゴ当才魚に就て，3月23日以後の各採集日に於ける耶均体長，亭均体電，

耶均肥満度を示すと，第5図A，B及びCの如くであるo但し昭和23年5月4，5，10日の各資料ほ第r報第

2表の大型；小型魚体に分離した記敲を転用したo

　　Fig．5，匿onthly　change　of　average　body－1ength　in　cm（A），body－weight　ia　Gr・（B），and　con－

diti・nalf・ctQr（C）・fl948一（cr・sses），1949＜s・lidcirces），andl950＜sQftciYcles）materials。
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　塵卵期の渥婆に依り，体長及び体重の壇加に重要な影響を及ぼし，親魚の体長紹成に示された大型，小型

の群が形成されることが了解ざれるQ　A及びB図に於て昭和23年度当才魚でほ， 早期藤卵ざれたイカナゴの

成長ほ，後魏産卵イカナゴと殆んど同じ傾向の成長曲線を示してはいるが，体長，体重共に署るしい差が認

められ又昭窟24年度当才魚と昭和25年度当才魚についても寒仔と．思ほれる昭和25年のイカナゴの成長は，昭

和24年のものより遙かに勝っているQ寒仔の多い年ほ豊漁と言ほれるのも此の理由に基くもので，昭和23年

の当才イカナゴに見られる如く，寒仔と春仔の生じた年ほ，イカナゴ漁具の特性から漁期が早ぐ始り，終漁

Fig・6・FYequeロcy　di＄しribwしiQn　of期が延びることとなり特に豊漁が想像されるo先に大島氏が記載ざ
　　　　veτtebraIe　numbar　of538
　　　　s2ecimens．Ordinate，nu　れた，三重県管島の資料について上記の結果から判断すると1944，
　　　　血be「of　individuals・　　　1948軍度ほ寒仔の発生した年で，r945年ほ春仔の発生した年と想は

3尋

200

loo

愈
もo

　　　　　＼

　　　　　　＼

ら1　　ら2　　も三i～　　64　　も5

れるQ吹に肥満度ほ年に依り変化し，直線的な増加の傾向を示して

いる○肥満度の増減ほ、其の年の餌量と相関を持っものと考えられ，

今後更に検討を加へたいo

Table7・Frequ3ncy　distribution　of　vertebral　numbeL

Year　　Date

『948　Dec．　10

　　　　　20
　　　　　28
　　　　　30
1949膿、11？

1950　1Biay，　29

Vertebral　number
No．
　　　60

1翰

劃
4

1劉

301
F5381 4

61

23

5
2
4
4
39

62

31

47

4
40

6
『2

15

155

63

4
68
36
42

159
11

10

330

64

4

2

7

，165

3

Fig。7．Number　of　eggs　in　relation　to　bodyle－
　　　ngth（in　mm）on　the　specimensof　I9481
　　　crosses，　ripe　egg；soft　circles，　half
　　　rfpe　eg9；solid　cirdes，　unripe　eg9。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　脊　　椎　　骨　　藪’

　脊椎骨数に就ては已に大島氏の記載があるが，昭和23年12月より昭和25年5月までに538尾について調査

し第6図及び第7表に示したo

　脊椎骨数変異の巾ほ60～65で，62，63のものは夫た28・9％，61』3％であり，大島氏の記載ど同様・であツ

たo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕　　卵　…数

　イカナゴ孕卵数計測結果は第7，8図及び第8表に纒めたQ

　　Table8。　Numberof　eggs　in　relation脈》b6dy－length　on　『948－and　I949一菖pedmens。

Year

1948

1949

Year

1948

1949

Items

Fully　ripe　egg

Half　ripe　egg

Unripe　．eg9

Items

Fnlly　rip6egg

Halfγipe　egg

Unripe　　eg9，

No．　of

Speclmens

75

59

54

149

No．　Qf

Speclmens

1，04

51

　8

13

Bo（1y－Len9とh，，＜9。0“m

「
R ange．

856～3664
1156～3032

1176～5439

448～4468

Average、

2310士51．6

2512士43．4

4『66士60．4

2056士39．4

S．　D．

663．5士36．5

494．5士30．7

657。9±40。3

7［3．5±2ア。9

C。　Vl

28．72士1．71㌧

19．32士1．24

15。86士1．06

34．70士1。5［

Body－Lensth，＞9。Ocm

Range・

2046～7392

『032ん8056

1229～3296

『104～6944

Average．

5490士　84．6

4691士『41．8

3000士1ア3．6

3788士236。2

S．　D．

1280．3士　60．3

1592．4士『06．3

707．『ニヒ119．2

1262．8士167．0

C．　V．

23．32士1．15

33。94＝ヒ2．5『

『6．86士2．92

33●34±4．88

　之等の資料を体長9・Ocmを境として＜9・Ocm，＞9・Ocmの2群に分けン昭和23年12月の資料を検討する

と，＜9。Ocm魚休の大，中，小別区分に含まれる卵の耶均孕数及び標準偏差ほ，第8表に示す如く之等何れ

の場合で・も変異係数は大きな鹿を示して居り，孕卵数の個体変異ほ極めて大きいg又第7，8図から孕卵数

と体長との関係は指数函数式で表わされるようで湊）る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁　　獲　　週　　期

　イカナゴの漁況変動に就て，兵庫県水藤試験場た報第7『号よ軋明石市薪浜に於ける昭和元年～昭和12年

の『2力年聞に漁獲された，当才魚の漁獲高を求めると第9表第9図の如ぐであるQ

　　Table9。TotaHandi血gs　of　one　year　fish　during　years　I926一’37at　Shinhama．

year『1926い92719281192gい93・い93r　I932い9331934い9351936い937

Kan 151242831581837221323回145911141・851 338『21 7256958835148・371 51950「55769
　　」

　Fig9・

　　璽
150000

lOOOOO

50000

　0

Yearly　total　catches　lande（l　at　Shinhama，

Akashi　City　during　years，　1926』3ア。

　　　　　　　　　　　　　　　疹

1『26 R2竃　　n30　　1r32 1『34　　1『36』

　明石市新浜の漁獲週期は，3年型週期を

示して居る様であるが，北海道でほ5年型

翅期であると報ぜられているo之等の点に

関しては充分な資料が無く，詳紬な検討は

加へられないQ

　　　　　　　結　　　　語

　尾道市附近の漁獲イカナメゴに就て，雌

雄形態的相違，性比，藩卵期，体長継成，
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域長度，脊椎骨数，孕卵数等に関して調査し，検討を行ったo

〔D　雌蟻別の形態的相違は金く見られないQ

〔2〕　性．比は1・2で湊）るo

〔3〕　塵卵期ほ『2月で，水温150C前後で謹卵され，塵卵斯を決定する大きな｝要因は『2月の水盗であり，生趨

　量：に重要な影響を与えるo

〔4〕　体長組成には年に依り，1つ或ほ2つの山が見られるが，それほ藤卵期に於ける水温に支配されるo

〔5〕威長度ほ同じ年に塵卵期の遅速が生じた場合，或は遅速の生じなかった場合について検討すると，藤

　卵が早期に行われ斥時の成長は艮好で，騨化後の環境に麦配されることも大きい・

〔6〕脊雄骨数ほ60～65で62，63が大部分であるQ

〔7〕　孕卵数ほ個体変異が非常に大きいが，＜9・Ocm魚体では約2，000一’2，500粒，＞9・Ocm魚休では3・800～

　5，500粒で，体長と孕卵数の関係ほ指数画数式で示されるようであるo

　絡りに臨み御校闘を願った，東京水藤大学久保伊津男博士並びに本研究に対し御援助を戴いた丙海区水藤

硯究所花岡蚕博士に対し，深甚なる謝意を裏すると共に，魚体測定に多大の御協力を願った丙海区水藩研究

所高森真一，折橋一正両氏に感謝するo
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